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表４．困難感高低ホーム児童
－ 101 －
３．施設形態を踏まえての考察
　内向的問題・外向的問題を持つ児童に対して特
に職員の困難感が最も関連していたことからも,
一人勤務という不安・負担の改善案としても,養
育環境を維持するための施設のシステム的な支援
の必要性は大きいと思われる。
　第一は、本体施設のバックアップ体制による役
割分担の機能である。地域小規模施設において児
童の問題行動の対応として「本体施設への移動｣
の項目が多かった。本体施設では複数の職員が対
応することもでき、危険な場目に遭遇したとして
も,どこかで必ず職員の助けが来る。しかし、危
機条件において地域分散型による小規模施設は頼
れるところがないともいえよう。そのため、本体
施設におけるバックアップ体制や難しい児童の対
応に専門的に関わる専門的支援職員が必要である
と考えられる。
　第二に地域の中にもう一つの仲介的役割を果た
す施設の設置である。地域小規模施設は地域密接
型であり、本体施設との距離で最小5分から最大1
時間といった距離にて生活を営んでいる。　
　本体施設の基でしか運営が難しい地域小規模施
設にとっては遠ければ遠いほど、本体施設からの
バックアップ支援の提供範囲から遠ざかり、児童
の困難性による危険もより大きくなると思われ
る。
　そのため、本体施設とは別の小規模施設への支
援を中心とする仲介的役割の性格を持つ施設が必
要である。緊急時の対応、地域小規模職員へのサ
ポート的な機関、地域との仲介的役割を果たす機
関、本体施設と連絡、連携を伴う機関として位置
づけられよう。 
　小規模施設の増加に伴い、援助する側をさらに
援助していく体制の拡充はより活発に行われる余
地がある。
結論
　施設環境に合わせた支援ではなく、特別な支援
を必要とする児童に対してもその特性に合わせて
支援できる体制として児童養護施設は変化して行
かねばならないと改めて思わせた。
地域小規模施設の多様性と困難性の現状と課題を
知ることは重要であり,今後、小規模化により問
われていく児童と職員の両方の福利を踏まえての
施設形態のあり方の基本的資料としてはその価値
は大きいと思う。施設形態の特徴からの現状の研
究も実証的に進めていきたいと思う。
